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相模原市議会議員

むかわ けい

市政報告書を
定期刊行
バックナンバー
はこちら

空き家問題、公園・学校等公共施設の
修繕、各種補助金申請、道路新設・修
繕、交通安全確保、学校教育等、市政
一般なんでもご相談受け付けます。

むかわけい
相模原市職員定数条例改正で職員４２０人増へ

増
え
続
け
る
業
務
負
担
の
軽
減
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
の
た
め
に

令
和
６
年
１
２
月
定
例
会
で
職
員
定
数
条
例
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
令
和
７
年

度
か
ら
職
員
定
数
が
４
２
０
人
増
え
、
今
後
３
年
間
を

通
じ
て
市
は
新
規
採
用
者
数
を
増
や
し
ま
す
。
今
回

の
増
員
に
よ
り
、
職
員
数(

市
内
人
口
あ
た
り
）
は
政

令
市
平
均
並
み
の
水
準
に
届
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
大
胆
な
政
策
決
定
で
す
。

定
数
増
を
決
断
し
た
と
は
い
え
、
実
際
の
人
員
確

保
へは
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
財
源
の
確
保
で
す
。

今
回
の
定
数
増
で
、
新
た
に
必
要
と
な
る
人
件
費
は

毎
年
２
０
億
円
。
そ
の
う
ち
１
０
億
円
は
職
員
一
人

一
人
の
残
業
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
す
る
と

市
は
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
想
定
の

数
字
に
過
ぎ
ず
、
確
保
し
た
人
員
増
を
実
際
の
残
業

縮
減
へ
つ
な
げ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
残
り
の
１
０
億

円
に
つ
い
て
は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら

昨
今
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
が
、
行
政
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。

過
去
２
０
年
で
、
保
育
等
子
育
て
支
援
や
障
碍
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
事
業
、
生
活
保
護
事
業
は
著

し
く
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
や
学
校
施
設

を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設
の
改
修
時
期
が
一
斉
に

到
来
し
て
お
り
、
さ
ら
に
本
市
は
リ
ニ
ア
周
辺
や
相

模
原
北
口
、
麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
行
政
事
務
量
が
急
増

し
て
い
お
り
、
行
政
職
員
数
は
十
分
と
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
決
し
て
多
い
と
い
え
な
い
人
員
体
制
の
も
と
、

職
員
に
か
か
る
過
大
な
事
務
負
担
を
要
因
と
し
て
、

長
時
間
労
働
は
常
態
化
。
精
神
疾
患
で
休
業
す
る
職

員
は
１
５
８
名(

他
の
政
令
指
定
都
市
よ
り
10%

多
い
）

い
る
ほ
か
、
新
規
採
用
者
と
同
規
模
の
自
主
退
職
者

が
生
じ
る
な
ど
、
職
場
環
境
の
悪
化
は
議
会
で
も
問

題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
た
め
、
人
員
増
は
不
可
欠
。
長
時

間
勤
務
の
是
正
や
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の

代
替
を
確
実
に
配
置
で
き
る
よ
う
す
る
等
、
職
員
の

労
働
環
境
を
大
幅
に
改
善
す
る
た
め
、
定
数
４
２
０

人
増
の
改
定
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

是
非
、
当
記
事
を
読
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ま
や
、

皆
様
の
ご
親
族
・
ご
友
人
・
知
人
の
方
々
に
、
相

模
原
市
行
政
職
の
採
用
試
験
へ
挑
戦
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

募
集
枠
や
採
用
ま
で
の
流
れ
は
上
図
に
記
載

の
通
り
、
高
校
卒
業
程
度
・
大
学
卒
業
程
度
・
社

会
人
採
用
等
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
、
受
験
時

期
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に
留
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
先
１
０
年
は
、
市
に
と
っ
て
正
念
場
で
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
進
み
、
教
育
・福
祉

政
策
に
変
革
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。
市
の
７

０
年
の
歴
史
で
も
類
を
見
な
い
変
革
の
１
０
年
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
翼
を
担
う
栄
え
あ

る
職
業
が
、
相
模
原
市
職
員
で
す
。
当
市
議
会

と
も
侃
々
諤
々
の
議
論
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
政

策
作
り
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
市
職
員
採

用
試
験
への
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

人
材
の
質
を
こ
れ
ま
で
通
り
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
も
課
題
で
す
。
こ
こ
数
年
相
模
原
市
採
用

試
験
の
受
験
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

(

令
和
３
年
度
は
受
験
者
２
０
１
６
人
、
令
和
５
年

度
は
受
験
者
１
４
１
１
人
）。
受
験
者
が
減
る
今
、

採
用
者
数
を
増
や
そ
う
と
す
る
の
だ
か
ら
、
採

用
基
準
が
甘
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
指
摘
に
対
し
、
市
は
「
試
験
の
平
均
点
を
さ

げ
る
つ
も
り
は
な
い
。
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
ま
す

が
、
平
均
点
が
変
わ
ら
ず
と
も
、
採
用
の
ボ
ー

ダ
ー
を
引
き
下
げ
れ
ば
採
用
者
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
答
弁
で
は
質
の
担
保
の
保

証
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
受
験
者
を

確
保
し
た
上
で
、
採
用
人
数
を
ふ
や
し
て
い
く
こ

と
が
人
材
の
質
の
維
持
に
は
不
可
欠
で
す
。

7830人 8250人
令和7年度から

420人増
令和７～９年度の３年間で、
例年（約200人）より
140人程度多く採用する見込み

これまで

【その他のニュース】

学校給食センターの工事施工者、運営管理者が決定。
令和８年１２月完成を目指す。以後、中学校は全校給食導入となります。

令
和
６
年
９
月
の
私
の
議
会
質
問
で
、
神
奈
中
バ
ス
か
ら
相
模
原
市
に
対
し
、
「
令
和
８
年

度
ま
で
に
“
既
存
バ
ス
路
線
の
統
廃
合
”
に
つ
い
て
市
と
協
議
を
完
了
し
た
い
」
と
の
打
診
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
既
に
市
内
１
０
％
の
減
便
が
実
施
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
こ
へた

た
み
か
け
る
よ
う
に
“
バ
ス
路
線
統
廃
合
”
の
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
遺
憾
で
す
。
し
か
し

現
実
問
題
と
し
て
、
神
奈
中
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
５
年
後
さ
ら
に
２
５
％
人
員
不
足
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
市
内
バ
ス
路
線
の
統
廃
合
（
路
線
の
再
編
・
廃
止
）
は
差
し
迫
っ
た
も
の
で
あ

る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
も
し
神
奈
中
バ
ス
の
考
え
る
通
り
に
市
と
の
協
議
を
終

え
た
場
合
、
令
和
９
年
度
か
ら
、
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

注
目
の
市
政
情
報

だ
か
ら
こ
そ
、
相
模
台
地
区
の
「
乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
」
や
新
磯
地
区
の
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
事
業
」
な
ど
新
た
な
交
通
手
段
の
実
証
実

験
を
成
功
さ
せ
、
市
内
に
広
く
実
装
さ
せ
る
こ

と
が
急
務
と
い
え
ま
す
。

相
模
台
の
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
は
昨
年
２
か
月
間

の
実
証
実
験
を
行
い
、
６
６
便
を
相
模
台
地
区

内
に
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
延
べ
８
４
名
利
用
、
稼

働
率
は
２
１
．
２
％
と
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
目

下
の
課
題
で
す
。
現
在
、
市
は
予
約
方
法
の
見
直

し
や
運
行
時
間
の
拡
大
等
の
見
直
し
を
行
い
、

再
度
実
証
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。

「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
」
は
約
１
年

半
に
わ
た
る
実
証
実
験
（
現
在
継
続
中
）
の
結
果
、

新
磯
地
区
で
本
格
運
行
の
条
件
を
達
成
す
る
見

込
み
で
す
。
課
題
は
、
車
両
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
大
き
な
負
担
が
生

じ
て
お
り
、
持
続
可
能
性
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
他
方
で
、
北
里
・
上
鶴
間
地
区
か
ら
も
導

入
への
関
心
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
令
和
７
年
度

は
新
磯
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
へ
導
入
の
公
募
が

か
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。(

こ
の
公
募
は
相
武
台
・

麻
溝
地
区
に
と
っ
て
も
早
期
導
入
の
好
機
で
す
）
。

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
と
、
民
間
の

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
と
の
統
合
を
進
め
る
。

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
今
後
、
市
内
で
さ
ら
に
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
課
題
の
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
つ
い

て
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
自
動
運
転
車
両
化
で
解

消
を
図
る
べ
き
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
奈
中
バ
ス
“
路
線
統

廃
合
”
へ
の
対
応
策
と
し
て
有
効
打
と
な
り
得
ま
す
。

す
で
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
事
業
化
さ
れ
て
い
るgoogle

の

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
本
年
よ
り
日
本
に
進

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
収
益
化
が
見
込
め
る

都
内
か
ら
普
及
し
て
い
き
ま
す
が
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
が
全

国
ど
こ
で
も
日
常
的
な
光
景
と
な
る
の
も
、
そ
う
遠
い
未
来

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
相
模
原
市
で
は
、
田
名
の
Ｇ
Ｌ
Ｐ
物
流
施

設
内
で
、
自
動
運
動
車
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
手
掛
け
る
テ
ィ

ア
フ
ォ
ー
社
が
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
自
動
運
転
車
両
と
し
て
運
行
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
民
間
の
技
術
を
、
新
磯
地
域
の
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
で
蓄
積
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
統
合
さ
せ
る
こ

と
が
、
私
の
次
年
度
の
政
策
課
題
で
す
。
地
域
の
方
々
と
テ
ィ

ア
フ
ォ
ー
社
、
市
の
交
通
政
策
課
と
を
つ
な
ぎ
、
実
現
に
向
け

た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
加
え
て
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
収
益
化
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

財
源
確
保
の
議
論
に
も
切
り
込
み
ま
す
。
引
き
続
き
、
他
自

治
体
に
先
駆
け
た
地
域
交
通
の
新
し
い
在
り
方
を
熟
慮
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

受験者求む！！
令和７年度採用試験のおおまかなスケジュール
（詳細は市HPへ）

職
員
増
への
課
題
①

恒
久
財
源
確
保

職
員
増
への
課
題
②

人
材
の
質
を
維
持
で
き
る
か

確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
財

源
確
保
論(

何
か
の
事
業
を
止
め
る
こ
と
で
財
源

捻
出
す
る
の
か
、
市
税
の
近
年
の
増
収
分
か
ら
確

保
す
る
の
か
）
は
市
議
会
総
務
委
員
会
に
お
い
て

詳
細
に
議
論
さ
れ
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
こ
の
点
、
引

き
続
き
制
度
設
計
に
綻
び
は
な
い
か
、
私
も
議
会

側
の
立
場
か
ら
行
政
を
監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
挑
戦
者
を
求
め
ま
す

公
共
交
通
手
段
の
将
来
を
考
え
る

～
神
奈
中
バ
ス
は
令
和
９
年
度
、
更
な
る
減
便
か
～

代
替
手
段
の
確
立
が
急
務

（右写真）国土交通省関東運輸局プレスリリース（令和５年10月20日）より。
田名ＧＬＰＡＬＦＡＬＩＮＫ相模原構内を運行する車両。
新磯地区のグリーンスローモビリティと同等の車両に株式会社ティアフォーの自動運
転技術を搭載。センサー等にて自己位置を認識しつつ、あらかじめ決められたルート
を走行する。

相模原駅北口スポーツレクリエーションパークへ夜間照明導入決定。
令和７年４月１日から夜間利用（20:30まで）可能になります。



（ 進 捗 状 況 ） 麻 溝 台 ・ 新 磯 野 の 「 新 た な 都 市 づ く り / 産 業 創 出 の 拠 点 」 形 成 に つ い て

令
和
４
年
５
月
当
時
、
市
が
第
一
整
備
地
区

の
工
事
再
開
を
判
断
し
た
際
、
「
令
和
１
１
年

度
ま
で
に
工
事
を
完
了
さ
せ
る
」
と
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
権
者
の
土
地
利
用
意
向
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
換
地
設
計
を

進
め
、
基
本
設
計
、
事
業
計
画
や
地
権
者
の
移

転
期
間
を
踏
ま
え
、
工
事
全
体
の
計
画
を
具
体

化
し
た
と
こ
ろ
、
工
事
完
了
時
期
は
令
和
１
４

年
度
に
延
長
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
判
断
を
市

は
下
し
ま
し
た
。

特
に
、
第
１
整
備
地
区
域
内
で
操
業
を
さ
れ

て
い
る
事
業
者
の
方
々
が
区
域
内
移
転
を
迫
ら

れ
る
中
、
事
業
者
向
け
仮
移
転
用
地
（
下
図
赤

点
線
枠
）
の
整
備
・
換
地
先
へ
の
移
転
の
段
取

り
が
具
体
化
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
令

和
１
１
年
度
完
成
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
私
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、

早
期
の
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
、
私
も
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

“第
１
整
備
地
区
“完
成
時
期
は

令
和
１
４
年
度
に
変
更

商
業
施
設
の
誘
致
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

北
部
・南
部
地
区
は

土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
設
立
へ向
け
準
備

周
辺
住
民
の
皆
様
の
関
心
は
「
こ
の
工
事
で

大
型
商
業
施
設
が
来
る
話
は
ど
う
な
っ
た
の

か
」
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
小
松
会
病

院
向
か
い
側
（
下
図
１
２
・
１
３
街
区
）
に
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
家
電
量
販
店
等
１
０
社
以

上
の
企
業
か
ら
土
地
の
買
取
り
、
進
出
に
つ
い

て
市
へ
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
ま
す
。

来
年
度
（
令
和
７
年
度
）
、
１
２
・
１
３
街

区
の
地
権
者
を
中
心
に
進
出
企
業
の
選
定
組
織

を
立
ち
上
げ
、
企
業
を
決
定
す
る
つ
も
り
で
市

は
動
い
て
い
ま
す
。

令
和
９
年
度
か
ら
１
０
年
度
に
こ
の
街
区
の

工
事
は
終
わ
る
予
定
で
す
が
、
事
業
者
向
け
仮

移
転
用
地
（
下
図
赤
線
枠
）
と
し
て
こ
の
場
所

を
使
う
た
め
、
進
出
企
業
が
こ
こ
で
商
業
施
設

の
建
築
工
事
を
始
め
ら
れ
る
の
は
、
令
和
１
２

年
度
か
ら
１
３
年
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

昨
年
、
“
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
”
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
北
部
地
区
・
南
部
地

区
と
も
地
権
者
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
同
が
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
区
画
整
理
事
業
実
現
に
向

け
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
土
地
区
画
整
理
準
備

委
員
会
設
立
で
す
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
地
権

者
向
け
土
地
利
用
意
向
調
査
、
図
面
作
成
・
測

量
な
ど
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
を
目
途
に
土
地
区
画
整
理

事
業
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
の
勉
強
会
や
千
葉

県
印
西
市
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
視
察
が
地
権
者

向
け
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
後
続
地
区
も
民
間
（
グ
ッ
ド
マ
ン

ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
と
地
権
者
）
主
導
で
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
は
地
域
の
産
業
・

雇
用
・
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す

る
一
大
事
業
。
市
費
も
１
０
０
億
円
ほ
ど
投
入

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
議
員
と
し
て
、
本
件
、

積
極
的
に
支
援
・
関
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。

第１整備地区

第１整備地区の工事順序

北部地区

南部地区

商
業
施
設
が
進
出

・43街区整備(ギオンGLPが進出)

・事業者向け仮移転用地整備

・居住区整備(若草小西側)
・41街区整備(地区事業者移転先)

・居住区整備(若草小東側)
・12街区整備(大型商業施設向け)

・14街区整備(地区事業者移転先)

・19街区整備(企業誘致)

14街区

19街区

・17街区整備(地区事業者移転先)

・18街区整備(地区事業者移転先)

17街区

18街区

・居住区整備(北部)
・仮移転事業者が順次移転

・村富線４車線化
・仮移転事業者が順次移転

・区画整理工事完了
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